
【お問合せ・お申込み】
九州ルーテル学院大学総務課 研究・地域連携推進室
〒860-8520 熊本市中央区黒髪3-12-16
電話：096-343-1600 FAX：096-343-0354
メール： manabu@klc.ac.jp  【詳細・申込みはこちら↑】

STEP1 研修・講演会等の企画
裏面の各教員の講演テーマを参考に研修内容を企画してください。記載内容は一部
です。下記QRコードより本学ホームページにて詳細をご確認ください。また、一覧にない
テーマでも対応できる場合がありますので、お気軽にお問合せください。

STEP2 申し込み
希望する日程、内容等の詳細が決まりましたら、以下の本学総務課 研究・地域連携推
進室にお申込みください。学内で調整し、該当する教員から連絡をいたしますので、日程
等の調整をお願いします。なお、講師の指名がありましたらその旨お伝えください。
（希望講師の偏りが大きい場合は学内で調整させていただくことがあります。ご了承願い
ます。）

STEP３ 研修会・講演会等の準備、運営
担当教員と詳細を打ち合わせたうえで、研修会、講演会等を開催してください。

組織のスキルアップ、学び直し等にお困りでは
ありませんか？
九州ルーテル学院大学の教員を、熊本県内全域の
園・学校の研修会や講演会等に派遣します。
本学の教育・研究活動で得られた豊富な「知」を、
あなたの組織やPTA活動の活性化に活用して
みませんか！

・講師の旅費は大学が負担します。予算に限りがありますのでお早
めに申し込みください。また、旅費本学負担については熊本市外
の市町村の園・学校を優先して採択いたします。ご了承ください。
・講師謝金については園・学校よりお支払い願います。
・講師謝金の基準額は定めておりません。各組織等の規定に沿い
教員と協議の上で支給してください。
・研修時に、本学PR動画の視聴時間を設けたり本学主催行事、
大学案内等の資料を配布させていただいたりします。また、教員
や学生の研究への協力を依頼する可能性があることについてもご
承知願います。



教員氏名

テーマ

※テーマは随時追加、更新します。
詳細はホームページをご覧ください。
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【人文学科】

赤井 秀行 「さんすうのきそ」ってなに？？ ほか 〇 〇

井﨑 美代 親子であそぼう！ 〇 〇

犬童 昭久 子どもたちの造形表現と見守る視点を考える ○ ○ ○

岡村 健太 つかもう本質、哲学対話 ほか 〇 〇 〇 〇 〇 〇

小原 孝徳 地域の事例を生かした社会科授業づくりの楽しさを 〇

金戸 清高 文学講話（春の宵、夏の夜、秋の夜長、冬の晩など） 〇 ○ ○ ○

河田 将一
あらためて特別支援教育を問い返す
―通常学級での指導・支援に視点を置いて―

△ ○ ○ 〇

城戸 申一 英文解釈 ～英文をわかりやすい日本語に直すためには～ 〇 〇 〇 〇

栗原 和弘 子どもを伸ばす自立活動の指導 ほか 〇 〇 〇

久保 幸貴 表計算ソフトで家計簿やダイエット管理表を作ろう！ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

香﨑智郁代 子どもの主体性を育む環境構成とは 〇

坂根シルック 「世界一幸せな国」の人々のウェルビーイングな生き方 ほか 〇 〇 〇 〇 〇 〇

永野 典詞 保護者支援・子育て支援 ほか 〇 〇

増本 利信 感じてみよう子どもの頑張り（困難さの疑似体験を通して）ほか 〇 〇 〇 〇 〇 〇

水町 愛
新人保育者のためのピアノ弾き歌いをラクにしてくれるコード
伴奏の理論と実践 ほか

〇

三井 真紀 研究者が見た本当のフィンランド ～子どもと大人と人権と～ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

山本 幹樹 絵本で学ぶ英語のフレーズ、リズム、発音 〇 〇

【心理臨床学科】

石坂 昌子 思春期・青年期のこころ 〇 〇 〇 〇

古賀香代子 素敵な生活のためのマインドフルネス ほか 〇 〇 〇 〇 〇 〇

疋田 忠寛 ゲーム・ネットにハマる子どもたちの理解 〇 〇 〇 〇 〇 〇

和田由美子 教育現場で役立つ心理調査の基礎 〇 〇 〇 〇 〇

【お問合せ・お申込み】
九州ルーテル学院大学総務課 研究・地域連携推進室
〒860-8520 熊本市中央区黒髪3-12-16
電話：096-343-1600 FAX：096-343-0354 【詳細・申込みはこちら→】
メール： manabu@klc.ac.jp 
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